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替
で
あ
る
。
文
政
二
年
上
梓
せ
ら
れ
た
。

シ
且
ウ
オ
ウ
イ
ン
秀
翁
院
鳳
歪
榔
州
国
洞
宗
総

持
寺
の
山
内
に
在
っ
て
、
寛
永
九
年
元
閲
の
建
立
。

岡
山
内
制
川
踏
に
邸
し
て
民
た
が
、
今
は
厳
せ
ら
れ

た。シ
品
ウ
ガ
秀
雅
河
祐
部
供
利
伽
総
長
楽
寺
の

住
併
。
岡
村
一
白
姓
左
平
の
子
で
、
越
中
安
跨
寺
の
秀

海
阿
閣
梨
に
県
び
、
進
に
中
興
と
稿
せ
ら
れ
た
。
寛

永
入
年
七
用
九
日
九
十
二
歳
を
以
て
寂
。

シ
ユ
・
ワ
ガ
タ
シ
ヨ
集
畢
所
鹿
邸
三
年
金
持
卯

反
山
に
有
志
者
の
協
同
し
て
、
.
平
民
敬
育
の
錦
に
創

立
し
た
製
校
で
あ
る
。
主
と
し
て
こ
の
開
設
に
鑓
力

し
た
の
は
、
市
長
長
瀬
成
太
郎
・
間
春
闘
篤
次
・
岡
米

調
停
甚
大
等
で
あ
っ
た
。
市
長
は
趨
時
の
町
年
お
に
樹

首
ず
る
職
で
あ
る
。
集
製
腕
の
祭
料
は
四
都
・
五
経

の
外
、
習
字
・
珠
算
等
で
あ
っ
た
が
、
十
一
月
卯
辰

山
小
阻
弔
問
別
に
組
織
を
改
め
ら
れ
た
。

シ
ユ
ウ
ガ
タ
シ
ヨ
習
畢
所
↓
シ
ユ
ウ
ギ
ド
ウ

集
部
鞘
堂
。

シ
ユ
ウ
ガ
ン
州
岩
金
持
興
行
寺
の
開
基
。
寛

永
十
五
年
正
周
十
二
日
寂
し
た
。
州
岩
初
め
賂
を
結

ん
で
提
行
寺
と
名
づ
け
、
托
鉢
を
以
て
是
を
維
持
し

た
が
、
己
は
芸
水
な
る
を
以
て
、
大
莱
寺
議
室
を
諭

し
て
関
山
た
ら
し
め
た
。
一
一
説
に
州
岩
は
尼
で
あ
っ

た

と

も

い

ふ

。

け

シ
ユ
ウ
ギ
ド
ウ
.
集
義
塾
能
美
樹
小
松
の
郷
校

で
あ
る
。
初
め
小
松
接
関
節
と
都
し
、
後
に
習
摂
腕

と
改
め
た
。
一
に
之
を
集
義
蛍
一
と
い
う
た
の
は
、
校

内
に
集
義
と
書
い
た
額
が
あ
っ
た
儒
で
、
初
は
格
儒

商
依
周
行
の
締
屯
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
前

岡
野
泰
が
殴
脅
し
た
。
泉
校
の
位
置
は
小
松
の
西
町

で
、
寛
政
六
年
皆
附
梁
凶
養
一
苅
・
小
林
笠
坊
・
橋
本
了

漣
・
洲
崎
伺
陪
・
石
川
春
庵
等
が
、
町
奉
行
有
賀
消
右

シ
ユ

衛
門
に
謀

0
.
務
の
許
可
を
得
て
設
立
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
然
る
に
彼
等
は
闘
よ
り
万
圭
を
業
と
す
る

者
で
、
専
ら
mm
事
に
カ
を
能
く
す
を
得
な
か
っ
た
か

ら
、
幾
く
も
な
く
.
石
川
端
鶴
来
の
儒
金
子
有
斐
を
聴

し
て
教
授
の
任
に
詰
ら
し
め
た
が
、
説
怖
い
で
町
奉
行

尚
兆
勘
兵
衛
の
大
に
奨
励
す
る
に
及
び
、
餐
元
・
笠

坊
も
渡
奮
し
て
敬
鞭
を
執
っ
た
。
又
町
年
寄
北
市
屋

築
助
・
金
平
屋
甚
右
衛
門
が
経
替
の
衝
に
詰
っ
た
時

に
は
、
上
凶
作
之
丞
・
寺
凶
九
之
丞
等
を
金
海
か
ら

招
き
、
天
保
・
嘉
永
の
聞
に
は
溺
浅
丈
次
郎
が
教
師

と
な
り
、
そ
の
後
曾
凶
左
助
・
新
升
周
緩
・
木
下
仁
平
・

今
川
伴
柴
・
北
村
順
吉
・
一
色
姥
右
衛
門
・
千
秋
照
之

助
・
蔚
魁
此
母
・
鶴
見
小
十
郎
等
も
相
等
い
で
育
英
の

事
に
努
め
た
。

シ
ユ
ウ
キ
ユ
ウ
ロ
タ
周
急
録
一
加
。
著
者
は

鶴
機
と
あ
る
が
何
人
と
も
明
ら
か
で
な
い
。
主
と
し

て
能
美
都
小
松
に
就
い
て
天
明
四
年
か
ら
飢
舗
の
あ

っ
た
事
情
を
但
し
、
次
い
で
文
政
五
年
富
岡
某
が
町

奉
行
で
あ
っ
た
時
諸
人
の
寄
附
銀
を
募
っ
て
匙
倉
を

起
し
、
入
年
の
米
償
器
腿
に
際
し
て
情
的
民
を
賑
は
し

た
次
第
が
載
せ
て
あ
る
。

シ
ユ
ウ
ギ
ヨ
タ
シ
ョ
ウ
拾
玉
抄
一
加
。
多
賀

直
昌
説
。
茶
式
の
こ
と
を
越
べ
た
も
の
で
、
序
に
文

化
十
四
年
入
居
多
賀
中
原
直
邑
と
あ
る
。
直
昌
は
務

士
で
、
議
一
右
衛
門
と
稿
し
、
宗
利
流
の
茶
儀
に
長

じ
て
ゐ
た
。

ジ
ユ
ウ
タ
ケ
ン
マ
チ
十
九
関
町
金
棒
の
麓
町

名
0
.十
三
間
町
の
入
口
で
、
開
川
大
橋
の
方
を
稽
し

た
。
往
古
こ
の
附
匙
に
人
家
少
く
、
十
九
関
町
に
十

九
軒
、
十
三
間
町
に
十
三
軒
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、

そ
の
聞
に
空
地
が
あ
っ
た
か
ら
爾
町
名
を
立
て
た
と

い
ふ
。
明
治
四
年
四
周
戸
籍
編
成
の
時
、
こ
の
町
を

慶
し
て
十
三
間
町
に
併
合
し
た
。

シ
ユ
ウ
ゲ
ツ
イ
ン
秋
月
院
加
賀
務
宇
一
第
十
代

前
回
軍
教
の
側
室
今
井
民
の
法
観
0
.

シ
ユ
ウ
コ
ウ
ジ
周
光
寺
金
棒
千
日
町
に
在
っ

て
、
鍵
宗
東
援
に
屈
す
る
。
初
め
周
光
妨
と
い
う
た

が
、
明
治
三
十
三
年
周
光
寺
と
改
め
た
。

シ
ユ
・
ワ
コ
ザ
ツ
ワ
集
古
誰
話
二
冊
。
前
回
利

家
以
降
綱
紀
時
代
の
説
話
、
藩
士
古
老
の
嘉
言
、
領

内
の
奇
談
等
を
精
錬
し
た
も
の
。
藤
田
求
馬
・
浅
加

九
丞
・
中
村
山
内
勝
等
話
者
の
名
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

亭
保
頃
の
著
。

シ
ユ
ウ
コ
ロ
タ
集
古
銭
一
冊
。
前
回
利
常
・

綱
紀
時
代
の
説
話
を
精
錬
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者

不
明
。ジ
ユ
ウ
ザ
プ
ロ
ウ
重
三
郎
珠
洲
郡
中
〈
部
務

名
〉
の
内
の
小
字
。

タ
ユ
ウ
ザ
ン
キ
ヨ
ウ
+
=
一
興
一
加
。
金
・
持
の

俳
人
饗
水
著
。
安
永
四
年
大
坂
石
原
茂
兵
衛
板
。
瞬

盛
・
背
羅
・
大
魯
・
蕪
村
等
十
二
人
の
護
句
を
選
ん
で

大
坂
住
の
一
鼠
が
濁
吟
歌
仙
を
試
み
、
保
容
姿
水
の

静
穏
を
加
へ
た
も
の
、
及
び
一
鼠
の
亡
友
人
楚
の
渡

句
に
一
鼠
が
猫
吟
歌
仙
を
館
し
た
も
の
、
都
合
十

三
容
あ
る
が
故
に
名
づ
け
る
。
之
に
図
っ
て
饗
水
の

主
張
の
存
す
る
所
を
窺
ふ
に
足
る
。
序
は
安
永
未
冬

ご
も
り
北
陸
牛
ロ
山
人
〈
婆
水
〉
、
践
は
浪
議
・
格
冠
山

人
。
こ
の
書
は
後
に
蕉
門
附
句
註
解
抄
と
し
て
知
ら

L
る。
ジ
ユ
ウ
ザ
ン
ゲ
ン
マ
チ
+
三
間
町

4
ジ
ユ
ウ

タ
ケ

Y
マ
チ
十
九
関
町
。

シ
ユ
ウ
ザ
ン
シ
ュ
ン
シ
ョ
ウ
州
山
春
昌
石
川

郡
曹
洞
宗
大
莱
寺
十
九
代
の
住
持
。
諒
天
玄
棄
の
法

嗣
。
正
保
四
年
三
周
十
五
日
五
十
入
援
で
寂
し
た
。

シ
ユ
ウ
ザ
ン
セ
ン
リ
ュ
ウ
周
山
潜
龍
石
川
郡

普
洞
宗
大
莱
寺
四
十
七
代
の
住
持
。
盤
前
の
入
、
中

村
氏
。
九
畿
の
時
、
岡
地
商
安
寺
問
中
提
に
投
じ
て
出

家
し
、
後
長
州
金
山
寺
潤
苗
に
拳
し
て
嗣
法
し
た
。

初
め
永
平
寺
に
住
し
、
次
い
で
武
州
東
築
寺
に
移

り
、
叉
加
賀
の
祇
陀
寺
及
び
越
中
の
光
雌
寺
に
住

し
、
文
化
入
年
三
用
大
東
寺
に
移
っ
て
開
堂
演
法

し
、
越
中
永
源
寺
の
関
山
と
な
り
、
文
化
十
四
年
二

用
六
日
六
十
周
践
で
寂
し
た
。

ジ
ユ
ウ
サ
ン
ヅ
カ
+
=
一
塚

mm咋
榔
一
宮
に
在

る
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
一
宮
の
上
野
に
十
三
塚
と
て

あ
り
。
何
れ
も
古
塚
に
て
、
中
に
も
叩
塚
と
て
、
折

折
兵
具
を
掲
出
せ
り
。
叉
石
様
と
去
ふ
は
、
方
二
十

閲
計
に
積
み
た
る
.
石
傍
に
発
字
彫
り
て
あ
り
。
』
と
あ

る。シ
ユ
ウ
サ
ン
メ
イ
ゲ
ン
キ
拾
纂
名
言
記
二
加
。

一
名
御
名
言
程
・
組
作
夜
話
。
天
和
二
年
毛
利
隼
之

助
栓
盆
者
。
著
者
が
寛
永
十
八
年
前
凶
利
常
の
小
h
q

将
と
し
て
召
出
さ
れ
て
か
ら
、
直
接
に
聞
い
た
侯
の

談
話
な
ど
を
銃
録
し
た
も
の
。
微
妙
公
御
夜
話
と
い

ふ
も
の
は
敏
紐
あ
る
が
、
皆
後
人
の
純
録
で
、
此
の

替
の
如
く
硲
貨
な
も
の
は
な
い
。

ジ
ユ
ウ
サ
ン
ワ
日
+
=
一
割

4
ト
キ
ワ
リ
ホ
ウ

時
期
法
ハ
一
〉
。

ジ
ユ
ウ
ジ
ヤ
ジ
マ
霊
蛇
島
山
一
九
'
吋
鹿
島
榔
能

登
島
な
る
曲
の
部
wm
か
ら
柏
方
海
上
に
在
る
臨
向
。

ジ
ユ
ウ
ジ
ヨ
ウ
イ
ツ
カ
ン
+
輪
一
巻
倫
侶
か

ら
務
侯
に
献
上
物
を
す
る
時
、
十
帖
一
容
と
い
ふ
こ

と
が
あ
る
。
杉
原
紙
十
帖
と
紗
綾
又
は
縮
緬
一
容
の

義
で
あ
る
。

タ
ユ
ウ
ジ
ヨ
ウ
イ
ツ
ポ
ン
.
+
嶋
一
本
倫
侶
か
.

ら
務
侯
に
献
上
物
を
す
る
時
に
十
帖
一
本
と
い
ふ
こ

と
が
あ
る
。
杉
原
紙
十
帖
と
末
鹿
一
本
の
こ
と
で
あ

る
が
、
二
本
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。

ジ
ユ
ウ
タ
ヨ
ウ
エ
ン
+
丈
園

蕉
風
俳
人
の
庵

=
一
八
七

圃


